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「知的障害者の体育指導」受講生の満足度に関する調査  

津田龍佑1），阿部 崇2），斎藤まゆみ3），後藤邦夫4）  

①障害の多様化垂裡化  

（卦障害のある子どもの増加   

③これまで障寄と認定されなかった子ども  

たちの顕在化   

大きな変更点をあげると，これまでの障害  

児教育は，「その能力に応じて…・」と記  

されている教育基本法に基づき，学校教育法  

施行規則で陣簡の梯類と程度に応じて就学先  

を規定していた〔】例えば，硯覚障害の子ども  

は盲学校や弱視学紋で，聴健障審の子どもは  

聾学校や難聴学級で教育を受けてきた。しか  

し．障害のある子どもの学校を全て特別支援  

学校と呼称し，今までのように，視覚障害の  

ある子どもは盲学校や弱視学級に進学という  

就学基準を弾力的に運用し，個々の子どもの  

ニーズに配慮した形で他障賓の学校も就学先  

に選択できるようにし，教育を展開すること  

となった。それゆえ，肢体不自由が主障寄で  

あっても知的障害の教育を主として展開して  

いる特別支援学校に通う，あるいは視覚障害  

が主障害であっても知的障賓の子どもを主と  

して教育する学校に就学するということを法  

的に保障するようになった。これまでも，盲  

学校は全国に71校，聾学校は110校しかな  

く，自治体の面積に対して設立されている学  

校数が少ないため，主たる障害に対応した学  

校に就学せずに自宅周辺の他障審の学校に就  

学している例は見られたので，それを追認す  

る形を整えたといえる。同時に，これまで慣  

例として用いられてきた就学基準の弾力的運  

用を求め，障害があっても環境が許せば通常  

の学校に通うことを許可することを教育委員  

会に求めている。その結果，今後は，障害の   

1．はじめに  

文科省は，2001年に21世紀の特殊教育の在  

り方．そして，2003年に今後の特別支援教育  

の在り方を発表し，これまで特殊教育と呼ば  

れていた障濱のある子どもの教育を，特別支  

櫻教育と名称を変え内容的にも大きな改変を  

した「，その理由は以下に示すとおりである  
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3）筑波大学人間総合科学研究科  

4）日本知的障害者スポーツ連盟  
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ある子どもの通常の学校への就学が増加する  

ことが予想される（現在増加傾向にあるか否  

かは調査がないので不明であるが，感覚器障  

害や運動障害のある子どもが通う学校では，  

単一の障害の子どもの数が減少している。こ  

のことから，単一の障害のある子どもは通常  

の学校に就学していることが推察される）、）  

このことは，文科省が世界の流れに沿うよう  

（注1）積極的に統合教育にとり組んでいく姿  

勢の表れではないかと思われる。   

しかし現在は制度の改定から間もないた  

め，その結果について明確には判断できない  

が，移行過程にある学校現場では戸惑いと混  

乱の声が聞こえてくる。制度の改定に伴い，  

人的・経済的な担保がなく現状の人的配置の  

ままで新しい職務を設けることを求められた  

らそのような声が上がることは理解できなく  

もない。しかし，より問題なのは理念や方法  

論の理解が不十分なまま通常の学校では障害  

のある子どもを，障害児学校ではこれまでと  

適った異種の障害を有する子どもを受け入れ  

ることになるので，その影響を最もこうむる  

のは障寄のある子どもたちであることであ  

る。特に，体育という教科は，身体を動かす  

活動を伴うことが多いので，安全の確保から  

はじまり，コミュニケーションの確保，学習  

内容理解の保障などの様々な問題が生じてく  

る。その結果，伝聞するところによれば，見  

学や得点係と言った参加の形態を余儀なくさ  

れる，あるいは教室で自習または見学と言っ  

た状況におかれ，積極的に授業に参加できて  

いないという。   

かたや特殊学校における教員の特殊教育免  

許保持率は向上したとは言え，現在も60％程  

度であり，その60％の申で体育の免許保持者  

の比率について言えばもっと低いことが予想  

される。体育と特殊教育双方の免許を取得す  

るということは．教員養成大学でも現状の教  

員養成システムの中では困難なようである。  

4年間で双方の免許を取得できる大学は，筑  

波大学，順天螢大学，仙台大学他あまり数が  

多くないことや，体育教員を志す者で特殊教  

育を同時に志望する学生の少なさが免許保持  

率の少なさに通じていると思われる。現在は  

多くの自治体で，教員採用時に特別支援学校  

に採用されたものは，一一定の期間内で免許を  

取得することを義務付けられる。，しかし，そ  

の間，大学時代に障害のある子どもについて  

学んだことは，介謂体験実習のときだけとい  

う殆ど知識も経験もない新人に指導を受ける  

子どもたちに学習内容を保障して行けるので  

あろうか？といった疑問もわく。   

そのような現状を考慮し，これまで体育セ  

ンターでは知的障害児学校の教員を対象に，  

『知的障害児の体育指噂』を公開講座として開  

催してきたし′ この講座の特徴は，前述したよ  

うな背祭を考慮し，筑波大学のマンパワーを  

生かして視覚障嘗や聴覚障害の体育指導の専  

門家も講師に招き，さまぎまな障害にも対応  

できるよう配慮していることである。   

本絹では，現場の特別支援教育体育担当教  

員が有する日ごろの教育活動における問題点  

に対して本訴座が果たした役割を調査した。  

注1  

1994年国連とスペイン政府共同で開催され  

たサラマンカ宣言   

著しい不利と障害をもつ子どもを含む全て  

の子どもがきちんと教育が受けられる子ども  

中心の教育を展開すべきであり，障害があっ  

ても近隣の学校に通学すべきで特別な学校に  

通学する場合もケースバイケースで考慮し，  

その場合でも完全に分離すべきでなく通級で  

指導する教育形態を考慮する。 

日本は教育基本法3条で，国民はその能力  

に応じた指導を受ける権利があると述べてい  

るので，日本の考え方とは少し距離がある。  
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ての講義を行った。表2に．この時問に対す  

る受講者の評価を示した。   

多くの時間を費やした知的発達障育児の体  

育・スポーツ教育については，歴史と現状，  

そして意義，指導の方法など多岐にわたって  

いたので，受講者それぞれも受け取り方が多  

様であった。それでも体育の意義に対する評  

価が最も多かったことは∴受講者が．体育の  

あり方について日頃から問題意識を持ってお  

り，それに対する自分なりの解答が得られた  

からではないだろうか。2番目に多く回答が  

寄せられたのは，定鶉や歴史に対する項目で  

あった。毎年講習会を開催し感じることでは  

あるが，知的発達障濱に係わる教育に従事し  

ている人たちの集まりであるのに∴初めに知  

的発達障賓の定義について質問をすると正確  

に把握していない人が多い。文科省は，特別  

支援教育諸学校に勤務する教員の特別支積数  

育免許保持率が約60％，同時に昨年度特別支  

援教育に勤務した初任者の約半数しかその免  

許を持っていないと発表しており，その結果  

がこのような形となって表れているのかもし  

れない。それゆえ，この時間の講義の目的  

は，知的陣酋のある子どもたちの体育やス  

ポーツがどのようにして教育されてきたの  

2．授業概要   

（1）受講者   

受講者は特別支援学校，学級の職員および  

障害者スポーツセンター等の職員46名であっ  

た。本講座は指導者7名の他，補助員1名に  

より実施された。  

（2）実習期間および実習場所   

講習は，平成20年8月6日～8日に実施さ  

れた。時間はいずれも9：00～16：30までで  

あった。講習中は，筑波大学のクラブハウ  

ス，バスケットボール揚，休操揚などの施設  

を利用した。  

（3）講習のねらいおよび講習の流れ   

本講習の主なねらいは次のとおりである。  

・障嘗児教育の新しい状況を考慮して知的  

障害を中心に，視覚，聴覚，肢体不自由  

のある子どもの体育指導の配慮点や教材  

に対する理解を深める。  

・フライングディスク指導法やいろいろな  

教材に対する理解を深める。   

これらのねらいを達成するために作成した  

本講習の流れは衰1に示したとおりである。．  

衷1 3日間の講習の流れ  
表2 1日目午前の講義に対する評価  

午 後  

特別支援教育  

知的発達障害児の鱒南柏昭  
フライングディスウ  ＝］目  

回 答 の 内 容  回答数   

特別支援教育について  3   

棄法  1   

知的発達障害の定義や歴史  6   

生涯スポーツの重要性  4   

日本における早期からの単元学習  1   

全体的な講座、データ  l   

障害者スポーツの歴史や現状  4   

知的障害児にとっての体育授業の意義  8   

小学部からの多種目の軽験  l   

小・中・高の連携  1   

指導者の意識  2   

言葉の確認  
1   

知的障害児  1   

科学的データにもとづくスポーツの必要性1   

問題意識を共有できたこと  1   

ユ日日  聴覚陣育児・肢体不自由児の理解 知的随育児の体育教材  

朋 ス朴ツ 陣琶児学校における体育桝  

3．講習内容に対する受講者の評価   

（1）1日目午前   

午前には，特殊教育から特別支携教育に転  

換した結果，通常の学校で障害のある子ども  

の在籍率がどのように変化していったかを茨  

城県の義務教育段階を対象として行った調査  

をもとにした講義と，知的発達障害児の体育  

指導についての歴史と現状，その意義につい  

－ 49 －  



特に選択して技術の指導を試みたが，受講者  

の半数以上が我々の意図通りに教材としての  

価値を感じ取っていたこと，また，これまで  

指導していた人たちも，具体的な指導のポイ  

ントをこれまで以上に学びとっていたことが  

読み取れた。ただ，自由記述の中に，夏の体  

育館の高温に悩まされたというものがあり．  

時間的な配慮が必要であることを考えさせら  

れた。  

（3）2日目午前   

午前には，聴覚障害児と肢体不自由児の体  

育指導について具体的な教材を提示した講我  

があった。これまでの特殊教育はt障害の種  

類と陣嘗の程度にあわせて学校・学紙を設置  

し，そこで教育を行ってきたが，2003年にそ  

の方法を特別支援教育と改めることによっ  

て，子どものニーズに合わせて教育を行うと  

し，これまでの盲，聾，発諸学校という名称  

を改め，すべての特殊教育語学校を特別支授  

学校と統一一した。これによって，特別支援学  

校は多様な障番のある子どもが在籍する学校  

となった。実際のところ，これまでも肢体不  

自由と知的障番の障賓を併せ持つ子どもは，  

肢体不自由か知的障嘗の子どもが通う学校の  

いずれかを選択し，学校数骨法施行規則に拘  

束されずに在籍していた。．今回，公にそのこ  

とを追認した結果と言える。それゆえ，従来  

のように，単一の障害を想定した教育現場で  

はなくなり，単一の障害に関する知識だけで  

は複数の障害に十分に対応できないから，当  

然多様な障書，あるいは指導法に関する知識  

や指導技術が必要となる，。今回の講習もその  

ようなことを背景にしてこれらの時間と翌日  

の視覚障害の子どもの指導に関する時間を設  

けたわけであるが，教育経験の長い附属学校  

の教員からの知的障害以外の指導に関する教  

材の工夫や配慮事項についての話を理解する  

ことができたものと思われる（表4）。   

か，そしてどのような意義を持っているの  

か－ また，現状はどのようになっているのか  

を概括し，生涯にわたってスポーツを享受す  

ることの重要性に気づいてもらうことにあっ  

た。その日的に沿って評価をすると，意義に  

ついての回答は多かったと言えるが，生涯ス  

ポーツの重要性に対する回答は期待したほど  

高くなかった。そこに至るよう，講義の内容  

を再考する必要があると思われた。  

（2）1日目午後   

午後には，全国障害者スポーツ大会に採用  

されている兢才女であり，また，単独で全国大  

会を開催している親指でもあるフライング  

ディスクの講義を交えての突抜指導を行っ  

た。この時間に対する受講者の評価を表3に  

示した。フライングディスクは前述したよう  

に，全国障害者スポーツ大会に採用されてい  

る競技である。この競技は，障害の別なく水  

泳や陸上競技と同様に，視覚や肢体不自由の  

障害のある人たち，そして知的障害の人たち  

も参加するので，障害児学校の教材としても  

とりあげやすく，学校在籍中に技術を身につ  

けておくと生涯スポーツとして，あるいは競  

技スポーツとして大会にも参加でき卒業後も  

楽しむことができる。また，ディスクの価格  

も安く，指導上比較的危険が生ずる機会が少  

ないので安全に指導ができる。さらに，単純  

に速くに投げる，あるいは的を狙って投げる  

など，指導目的とする内容も広く奥の深いス  

ポーツである。そういった理由でこの教材を  

表3 1日目午後の講義に対する評価  

回 答 の 内 容  回答数  
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ついてはこの表には現れなかったが．講義の  

ときにかなり白熱した議論が展開され，受講  

者からもいろいろな自作の教材の報告があっ  

た。なお，感想として，「個々の教材に対す  

る情報交操の時間がほしかった」という意見  

もあげられていたのでこの時間の使い方を再  

考する必要性を感じた。  

（5）3日目午前   

午前中の前半には，視覚障害の子どもの体  

育指導に関する配慮事項についての講義が  

あった。知的障藩のある児意生徒は，合併症  

として弱視や屈折異常などの視覚障害を有す  

る者が多い。障藩児の物の見方．手引きの方  

法など基本的な視鴬障琶指導に関する誘発が  

あり，日頃知的障害のことに絞って指導を集  

中しがちな受講者たちには請鶉の内容が新鮮  

であったようで評価が高かった（表6）。   

後半の知的障害児の生涯スポーツでは，全  

国の特別支援学校の生涯スポーツに向けた斬  

新的な取り組みや，学校と地域との関係の構  

築，地域のマンパワーの導入などの話がされ  

たn しかし，陪賓のある人のスポーツの特性  

（障賓のある人のスポーツに閲し，行政にお  

けるその担当部局は，いわゆるスポーツを専  

門とする生涯スポーツ課や社会休育課等の部  

局ではなくスポーツを専門としない福祉課で  

あること，地域のスポーツ指導者がスポーツ  

少年団などの競技スポーツに流れがちなこ  

と，障害者スポーツ指導浄制度が有効に活用  

されていないこと）が障壁となって，卒業後  

の地域における知的障害のある人のスポーツ  

活動に苦慮しているとの意見が受講者から多  

表6 3日目午前の講義に対する評価  

塵4 2日目午前の講義に対する評価  

回 答 の 内 容  回答数  

指導上特性や注意点に配慮し、工夫すること  23  

肢体不自由・聴覚障害に関する知識  lる  

小ヰ・高一貢教育の在り方  コ  

目標の立て方  3  

（4）2日目午後   

午後には，筑波大学附属大塚特別支援学校  

（主として知的障害対応）で作成されて用いら  

れている様々な教材を紹介した。新聞紙，  

ペットボトルなど身近にあるものを用いて作  

成された教材の数々が提示され，同時に，筑  

波大学特殊体育研究書が近隣の障害のある子  

どもたちを集めて行っているプログラムで用  

いられている教材も紹介され，後半の時間に  

は受講者に触れてもらった。受講生の殆ど  

は，明日の授菜の参考になるものを求めてこ  

の講習を受けているともいえるため．この時  

間が最も熱気があった．。ここに回答結果をあ  

げるまでもなく身近なものを利用した教材に  

対して多くの評価が集まった（表5）。また，  

「身近なものを利用した教材」と回答をまとめ  

たが，新聞紙やペットボトルなど簡単に人手  

でき，ひと工夫することで教材としていろい  

ろな使い道があることを理解してもらえた点  

に，我々としても満足している。また，子ど  

もの興味関心を喚起するためには，「色」や  

「音」などを用いることが有効であることを伝  

え，ホームセンターなどで売られている物  

を．本来の目的以外の用途に使うと面白いも  

のができることを話し，防災グッズのサイレ  

ンや警告灯などを講義時に示した。その点に  

衷5 2日日午後の講義に対する評価  

回 答 の 内 容  回答数   

身体の使い方  l   

授業の導入に生かせる  l   

気がついたら運動していたこと  l   

身近なものを利用した教材  47   

友人や教師とともに体を動かす楽しいゲーム l   

説明のしかた（レジュメ、パワーポイント）   l   

進め方（短時間でポイントを絞っていた）  l  

回 答 の 内 容  回答数  

視覚障害児の体育の基礎  22  

知的障害児のスポーツや運動の重要性  111 

「相手は自分」というスポーツ哲学   
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く出された。また地域における余暇活動の充  

実に関する方法論の詳細に関する講義の希望  

がいくつか出された。  

（6）3日目午後   

午後は，筑波大学の附属特別支援学校4校  

で用いられている教材を展示し，受講者に実  

際に触れてもらい指導に役立ててもらうこと  

をねらいとした内容であった。   

前述したが，受講者の多くは明日の授業に  

役立てたいと思って受講をしているので，実  

際に様々な教材を提示して触れてもらった  

（表7）。障害のある子どもの学校あるいは学  

級は，どこも例外なく集団の能力差が大きい  

ことから，我々の意図としては提示した教材  

を自分の指導する集団に即してアレンジして  

使ってもらうことにあったが，中には「自分  

のクラスには使えない」という意見をぶつけ  

てくる受講者もおり，また，下記に示したよ  

うな意見も寄せられ，あらためて障害児学  

校・学級の教貞に対する講習会の難しさを感  

じた。  

・教材には動きのコントロールを必要とす  

る部分が多かった。スポーツにはそうい  

う部分が必要とされることも多いが，小   

学校段階で育てるべき動きである楽しん  

で動ける部分を紹介していただけると  

中・高でも発展していける。  

・自分たちで考えてみる交換の場があれば  

さらにいいのではないでしょうか。  

・ゴールボールをチーム戦でできるとよ  

かった。  

・フライングディスクの技術を高めたかっ  

た。手作り教材もたくさん見て体験して  

表7 3日目午後の講義に対する評価  

みたかった。  

・社会的背景を意識しながら教材や内容を  

考えていきたい。   

4．まとめ  

ほとんどの受講者は，自分の今後の授業実  

践に関して得るものを求めて講習に参加をし  

ているので，今回の講習に対する評価を提供  

した教材が役立つか否かに関して尋ねること  

によって判断をした。その結果，肯定的な評  

価が多く（表8），講習担当者としては満足し  

ているが，今後開講継続に向けた資料を得る  

ために，講習に加えてほしい内容を自由に記  

述してもらい，まとめたものを表9に示し  

た。  

表8 本訴習会に対する評価  

回 答 の 内 容   回答数   

役に立った  39   

役に立てたい  l   

非常に役に立った  1   

どちらともいえない  l  

表9 今後の講習に反映させてほしい内容  

回 答 の 内 容  回答数  

肥満対策を念頭に置いた体育の指導   3  

重度・重複陣審のある子どもの指導  7  

モチベーションの高め方  4  

能力差に対応した授業の進め方  4  

教育課程の考え方  5  

保健の指導（性教育）  l  

講習日程  1   

もっとも多かった希望は，重度・重複障害  

のある子どもの指導に関する内容で，特別支  

援教育となってから，障害の多様性も増した  

上に，障害の程度も重くなってきており，今  

までの教育手法では指導が十分行き届かない  

といった背景がこのような声として出された  

と思われる。もともと障害のある子どもの学  

級や学校は，能力差があることは前提であっ  

た。しかし，最近は重度・重複障害のある子   

回 答 の 内 容  回答数   

各種教材を実際に使ってみたこと   27   

新しい教材  5   

他障害種の体育内容  1  

IT；触蓋券月礼＼た指凄  1  
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嘗児教育の中で自閉症児に関する教育のこげ  

ズは高まっている。これらのことを考慮する  

と，主催者がどこに焦点を当てて講習をする  

かは，解決が難しい困難な課題と言える。し  

かし，よりよい講習にするためには，その課  

題を解決しなければならず，できる限り受講  

者のニーズに即した講習内容を準備する必要  

があると考えられる。  

どもの増加に伴ってこの能力差がさらに大き  

くなったと言えるのではないか。また，自閉  

症の子どものための指導法や教育課程の話を  

求める意見が散見されたが，これは，今まで  

以上に自閉的な傾向のある子どもの対策が必  

要といわれる教育現場のニーズが投影されて  

いる結果と思われる（。現実に，自閉症の子ど  

もに特化したクラスの設置や自閉症の子ども  

のみを集めた学校などが設立されており，障  
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